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実体顕微鏡の理想を追求。
すぐれた解像度と焦点深度を併せ持つ、

新しい立体感を実現。

NEW  OPT I C A L  COMCEPT

CORDED  D E S I GN

H I G H  Z O OM I N G

実体顕微鏡（平行光学系）は、左右の眼に対して2本の平行な光路を持ち、

各種試料・標本の立体的な像を両眼で観察する顕微鏡です。

実体顕微鏡下で立体観察を実現するには、

可能な限りの焦点深度*が必要となることは言うまでもありません。

しかし、より高解像のニーズで最大倍率を高く求めることは、

焦点深度がより低くなることと比例し、実体顕微鏡の最大の目的である立体観察が、

一定倍率以上では不可能となり、実体顕微鏡としての意味がなくなってしまいます。

このことが実体顕微鏡の最大倍率を制限する大きな壁の一つとなっていました。

焦点深度 解像度

＊焦点深度：顕微鏡で試料面を観察・撮影する時、フォーカスが合っている位置から対物レンズと試料面との距離を変えても、フォーカスが合っている範囲。
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さらなる領域へ、圧倒的なズーム比

実体顕微鏡の高ズーム化を牽引してきたライカから、ズーム20.5×
のハイエンドモデルが登場。高倍率での立体感を追求したライカだ
からできました。低倍での個体確認や選別から、高倍での微小構造
の確認まで、1台でシームレスな立体観察が可能。実体顕微鏡ニーズの
新たな領域を拓きます。

いつでも手軽に計測できるコーディング機能

観察倍率や開口絞りの値は顕微鏡システムに記憶（コーディング）。
ライカイメージングソフトウェア（Leica Application Software : LAS）
との組み合せで、PCからさまざまな情報の読み取りを可能にします。
例えば、倍率を変更したとき、自動キャリブレーション機能で対象物の
正しい測定が可能になり、高精度な観察ができます。レボルバによる
対物レンズ切り替え時も、総合倍率は連動表示されます。

ライカを超えるライカへ、すべてを新しく。

安心、快適なユーザビリティ

堅牢性の高いフォーカスカラムにより、高倍率観察時も振動がなく、安定した観察が可能です。新しい対物レンズと
スタンドの間の作業スペースは広く（1×対物レンズで61.5mm）、各種ケーブルや電源も顕微鏡システムに統合。
省配線で快適な操作環境を提供します。

これまでのライカらしい立体感に、
高い解像力が加わりました。

最大倍率120×を持つ実体顕微鏡に、高い解像力
（標準仕様で453 lp/mm）を実現。M205Cと共通
の、堅牢性の高いフォーカスカラムにより、高倍率
域でも安定した画像観察が可能。観察倍率・絞り・
対物レボルバなどのコーディング機能により、簡易
的な観察が素早く高精度に行えます。

リング照明
円状に組み込まれた48個のLED高輝度
照明。7種類の分割照明。

マルチコントラスト照明
合計9個のLEDにより5種類の斜め照明を
実現。

Intelligent ＆ Integration　LED照明

インテリジェントなLED照明を新たにラインアップ。1本のケーブルのみで顕微鏡システムに完全統合、外部光源や
リモートコントローラーなどは不要です。簡単な操作で照明方向を変更。イメージングソフトウェア（LAS）からも
各種設定を制御でき、照明条件は保存されいつでも呼び出せるなど、再現性ある照明が可能になります。

ズーム比対応表（対物レンズ1×使用時）

M205 C

M165 C

ズーム比（倍率）

20.5×（7.8×～160×）

16.5×（7.3×～120×）

分解能

525 lp/mm

453 lp/mm

開口数（NA）

0.175

0.151

すぐれた立体感を高倍率で実現。
圧倒的なズーム20.5×。

長年の物理的障壁をクリアし、高解像と深い焦点
深度を両立させる『FusionOptics™』を搭載。
ズーム20.5×で、1×対物レンズを使用して
7.8×～160×、2×対物レンズでは最大320×
までの観察が可能に。高倍率域においても、実体
顕微鏡ならではの立体感あふれるイメージを実現
します。広い作業スペースや堅牢性の高いシステム
など、安心・快適な作業環境を提供します。
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20.5×ズーム機構を搭載

20.5×ズームにより、低倍での個体確認や選別から

高倍での微小構造の確認までシームレスな立体

観察が1台で可能。2×対物レンズでは最高320×で

観察できます。生物顕微鏡や金属顕微鏡の併用で

煩雑だった検査･スクリーニング工程等の作業性を

改善、顕微鏡の使い方が変わります。

剛性・耐振性能のボディ、省配線システム

強固なフォーカスカラムをはじめ、剛性と耐振性能

を大幅に向上させたデザインから、高倍率時にも

ブレのない像が得られ、安定した観察が行えます。

各照明装置に必要な配線もまとめてすっきり、快適

な操作環境を提供します。

手軽に計測、コーディングデザイン

観察倍率や開口絞りなどの数値を記憶（コーディ

ング）。ライカのイメージングソフトウェア（Leica 

Application Software：LAS）と組み合わせて、

自動キャリブレーション機能により、対象物の測定が

いつでも可能になります。

対物レンズ切り替え時の同焦点性確保

レボルバで対物レンズを切り替えた際の同焦点性を

確保。レボルバに装着した2本の対物レンズを切り

替えて、ズームレンジの非常に広い観察を迅速に

実施できます。

インテリジェント新LED光源

落射光源としてリングライトとマルチコントラスト

照明、2種類のLED光源を新たにラインアップ。

LASにより、光量や照明方法などをコントロール。

観察条件は保存され、いつでも呼び出すことができ

再現性ある観察が行えます。

高解像力と焦点深度の両立。
革新的『FusionOptics™』

左右の眼から高解像と深い焦点深度という異なった

情報を脳にインプットして“高倍率での立体観察”を

可能にしました。通常の実体顕微鏡では不可能

だった観察を初めて可能とした技術がライカの

『FusionOptics™』です。

美しいデザインと人間工学に基づいた快適操作

新たな実体顕微鏡のデザインは美しいだけでは

ありません。リラックスした姿勢で観察できるように

三眼鏡筒は観察角度38度に設定。長時間観察でも

疲れにくい快適な作業環境を提供します。

新しい接眼レンズ

接眼レンズは20段階のクリックストップ調節機構

により、視度調整がより簡単かつ精密に行えます。

視野径は23mmと広く一段と広い実視野を観察

できます。

すべてがアポクロマート光学系

対物レンズに加えてズームボディを含めたトータル

な光学システムにおいて、色収差を徹底的に排除

したアポクロマートシステムを採用しました。低倍率

から高倍率まで色収差のない像が得られます。

高解像でも広い作業空間を提供

高度な研究ニーズに応える、最高解像度1050

lp/mmを実現、幅1μm以下の微細な対象物の

観察が可能です（2×対物レンズ使用時）。1×対物

レンズでは、作動距離（WD）61.5mmの広い作業

スペースを提供しながら、高解像で明るい像を可能

にします。

M205 C M205 C


